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は
じ
め
に

　

福
島
県
立
美
術
館
は
、
開
館
以
来
関
根
正
二
（
一
八
九
九
〜
一
九
一
九
）
の
展
覧

会
を
四
回
開
催
し
て
い
る
（
註
１
）。
展
覧
会
ご
と
に
、
行
方
不
明
や
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
作
品
、
画
稿
類
、
書
簡
等
が
見
つ
か
り
、
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の

中
に
は
、
本
画
と
の
密
接
な
関
連
を
窺
わ
せ
る
画
稿
、
書
簡
も
あ
り
、
関
根
の
作
画

の
動
機
や
そ
の
展
開
を
推
察
す
る
手
が
か
り
に
な
る
。
本
稿
で
は
、
関
根
が
最
も
個

性
を
発
揮
し
た
と
言
わ
れ
る
一
九
一
八
年
以
降
の
作
品
を
中
心
に
、
そ
の
主
題
と
意

味
を
考
察
す
る
。

最
後
の
一
年
間
の
重
要
性

　

関
根
正
二
の
歿
後
に
編
纂
さ
れ
た
『
信
仰
の
悲
み　

関
根
正
二
遺
作
展
覧
會
』
目

録
（
本
稿
で
は
以
下
『
遺
作
展
覧
會
目
録
』
と
略
記
。）
の
略
伝
に
は
、
関
根
は
一

四
歳
の
「
大
正
二
年
二
月　

初
め
て
絵
筆
を
執
り
」（
註
２
）、
一
九
一
五
（
大
正
四
）

年
の
第
二
回
二
科
展
に
《
死
を
思
う
日
》
が
初
入
選
、
以
後
毎
年
二
科
展
に
入
選
す

る
な
ど
、
写
実
を
土
台
に
し
た
作
品
を
制
作
す
る
。
だ
が
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）

年
六
月
に
、
二
〇
歳
と
二
か
月
で
そ
の
生
涯
を
終
え
た
。

　

関
根
の
画
業
は
最
大
に
見
積
も
っ
て
も
わ
ず
か
七
年
間
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
一
年
一

年
が
重
要
で
あ
る
が
、
生
涯
の
最
後
の
一
年
間
に
そ
の
画
風
が
驚
く
べ
き
変
化
を
遂

げ
た
。
一
九
一
八
年
五
月
一
一
日
の
日
記
に
、
関
根
は
こ
う
書
い
て
い
る
。

　
「
真
実
に
違
（
偉
）
大
な
力
を
感
じ
た
人
間
が
生
ま
れ
た
。
天
才
が
生
ま
れ
る
時
、

多
く
の
人
間
は
そ
れ
を
恐
れ
る
。
真
（
信
）
じ
て
居
た
友
人
ま
で
も
が
恐
れ
る
。
狂

者
か
な
に
か
と
思
つ
て
恐
れ
る
。
こ
と
に
日
本
人
は
そ
う
だ
。
な
さ
け
な
く
な
る
」

（
註
３
）。

　

関
根
の
友
人
た
ち
、
作
家
久
米
正
雄
や
日
本
画
家
伊
東
深
水
も
、
関
根
作
品
が
一

変
し
た
の
は
一
九
一
八
年
春
に
、
蓄
膿
症
の
手
術
を
し
て
か
ら
後
の
こ
と
と
断
言
し

て
い
る
。
伊
東
深
水
は
、

　
「
君
の
芸
術
が
全
く
何
等
妥
協
を
許
さ
な
い
併
も
真
に
生
命
づ
け
ら
れ
た
る
の
は

君
が
鼻
の
療
治
を
し
て
か
ら
だ
と
思
ふ
。
否
実
に
そ
れ
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
君
が

極
端
な
熱
情
に
支
配
さ
れ
た
の
も
矢
張
り
そ
の
頃
か
ら
で
あ
っ
た
。
久
米
正
雄
氏
が

舞
台
監
督
と
な
っ
て
国
民
座
が
有
楽
座
で
『
圓
光
』
を
上
演
し
た
時
、
実
は
そ
の
『
圓

光
』
の
背
景
に
な
る
舞
台
面
の
油
絵
の
額
を
描
い
た
。
私
は
君
に
伴
は
れ
て
そ
の
舞

台
を
見
に
行
っ
た
が
私
は
戦
慄
を
覚
え
る
程
そ
の
作
品
に
威
嚇
さ
れ
た
。
実
に
そ
の

時
か
ら
の
君
の
芸
術
は
日
本
人
と
は
思
へ
ぬ
程
美
し
い
色
彩
と
、
し
か
も
時
代
を
超

越
し
た
そ
の
作
構
は
全
く
日
本
の
天
才
で
あ
る
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
し
め
る
ほ
ど
強

く
思
は
れ
た
」（
註
４
）。

　

国
民
座
に
よ
る
『
圓
光
』
の
舞
台
が
開
催
さ
れ
た
の
は
、
一
九
一
八
年
五
月
二
九
、

関
根
正
二
　
最
後
の
一
年

�

伊
　
藤
　
　
　
匡
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三
〇
日
で
あ
る
。
関
根
の
日
記
の
日
付
と
照
合
す
れ
ば
、
関
根
ら
し
い
作
品
が
描
か

れ
た
の
は
一
九
一
八
年
五
月
頃
か
ら
の
こ
と
と
な
る
。
関
根
の
絵
が
強
い
個
性
を
発

揮
し
た
の
は
、こ
の
時
か
ら
亡
く
な
る
一
九
一
九
年
六
月
ま
で
の
約
一
年
で
あ
っ
た
。

〈
子
守
す
る
少
女
〉
か
ら
《
姉
弟
》
へ

　

舞
台
『
圓
光
』
の
背
景
画
を
別
に
す
れ
ば
、
関
根
が
い
わ
ば
〈
覚
醒
〉
し
た
後
に

最
初
に
関
心
を
持
っ
た
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、〈
子
守
す
る
女
〉
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

友
人
村
岡
黒
影
宛
の
一
九
一
八
年
五
月
二
〇
日
付
書
簡
（
福
島
県
立
美
術
館
蔵　

図

１
）
に
登
場
す
る
（
註
５
）。

　

山
並
み
を
背
景
に
、
横
向
き
の
少
女
が
全
身
像
で
描
か
れ
、
そ
の
背
中
に
子
ど
も

が
描
か
れ
て
い
る
。
比
較
的
細
部
ま
で
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
の
は
少
女
の
顔
の
部
分

の
み
で
、
他
は
数
本
の
線
描
で
輪
郭
を
取
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
背
負
わ
れ
て
い

る
子
ど
も
の
頭
の
周
り
に
も
う
一
本
線
が
引
か
れ
、
円
光
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

　
《
子
守
す
る
女
と
横
顔
》（
図
２
）
の
鉛
筆
素
描
に
は
、
書
簡
に
描
か
れ
た
少
女
の

横
顔
の
一
部
と
、
子
守
す
る
女
の
正
面
向
き
の
ポ
ー
ズ
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
素

描
の
裏
面
に
は
、《
少
年
》（
図
３
）
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
正
面
を
向
い
た
顔
は
、

背
負
わ
れ
た
子
ど
も
の
ス
ケ
ッ
チ
の
可
能
性
が
高
い
。

　

書
簡
の
挿
図
は
、《
姉
弟
》（
福
島
県
立
美
術
館
蔵　

図
４
、
口
絵
３
頁
）
へ
と
展

開
す
る
。
両
図
で
大
き
く
異
な
る
の
は
、
背
景
で
あ
る
。
書
簡
で
は
遠
く
に
山
並
み

が
描
か
れ
て
い
る
が
、
油
彩
画
で
は
画
面
ほ
ぼ
中
央
に
水
平
線
が
描
か
れ
、
緑
の
野

原
に
な
っ
て
い
る
。
手
前
に
は
ひ
ま
わ
り
と
も
見
え
る
花
が
一
面
に
咲
い
て
い
る
。

さ
ら
に
《
姉
弟
》
で
は
背
負
わ
れ
て
い
る
子
ど
も
の
円
光
が
消
え
て
い
る
。

　
《
姉
弟
》
に
つ
い
て
、そ
の
最
初
の
段
階
で
は
、「
魔
気
人
に
迫
る
も
の
が
あ
つ
た
。」

と
久
米
正
雄
が
回
想
し
て
い
る
。
関
根
が
二
科
展
に
出
品
す
る
た
め
に
手
を
入
れ
た

の
だ
が
、
友
人
た
ち
は
却
っ
て
表
現
が
弱
ま
っ
た
と
見
て
い
る
（
註
６
）。
手
を
入
れ

た
と
す
れ
ば
、
手
前
の
花
だ
ろ
う
か
。
現
在
の
作
品
を
見
る
限
り
、
魔
気
迫
る
と
い

う
印
象
で
は
な
く
、
む
し
ろ
関
根
自
身
が
姉
に
背
負
わ
れ
て
育
っ
た
幼
い
頃
へ
の
思

い
や
、
其
の
頃
育
っ
た
故
郷
白
河
へ
の
思
い
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

こ
の
絵
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
、
新
聞
や
雑
誌
の
取
材
に
関
根
自
身
は
「
自
分
の
主

観
を
現
さ
う
と
し
て
モ
デ
ル
無
し
に
描
い
た
も
の
」（
註
７
）
と
言
い
、
父
親
の
政
吉

は
「『
姉
弟
』
は
近
所
の
子
供
を
描
い
た
の
で
、
小
さ
い
子
は
歳
の
割
に
、
ま
せ
た

顔
を
し
て
ゐ
ま
す
が
、
那
の
通
り
で
す
」
と
証
言
し
て
い
る
。
ス
ケ
ッ
チ
が
遺
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
部
分
的
に
は
近
所
の
子
ど
も
か
誰
か
を
モ
デ
ル
に
写
生
し
な
が

ら
、
絵
全
体
は
関
根
の
頭
の
中
に
あ
る
原
像
を
表
現
し
た
構
想
画
と
考
え
ら
れ
る
。

背
景
が
、
遠
く
に
山
並
み
が
見
え
る
景
色
か
ら
、
野
原
に
変
わ
っ
た
こ
と
は
何
を
意

味
す
る
の
か
。
ど
こ
か
の
実
景
と
断
定
は
で
き
な
い
が
、
関
根
の
故
郷
で
あ
る
白
河

な
ど
具
体
的
な
場
所
か
ら
、
関
根
の
頭
の
中
に
あ
る
世
界
が
舞
台
に
な
っ
た
こ
と
を

意
味
す
る
の
だ
ろ
う
。

《
病
め
る
者
》

　

関
根
の
村
岡
黒
影
宛
一
九
一
八
年
七
月
三
日
消
印
の
葉
書
（
註
８
）
に
は
、《
病
め

る
者
》
と
題
の
つ
い
た
ペ
ン
素
描
が
描
か
れ
て
い
る
（
福
島
県
立
美
術
館
蔵　

図

５
）。
草
原
に
一
人
の
人
物
が
立
っ
て
い
て
い
る
。
首
か
ら
足
先
ま
で
を
覆
う
長
衣

を
身
に
ま
と
い
、
両
手
を
腹
の
前
に
合
わ
せ
て
い
る
。
手
に
は
果
実
の
よ
う
な
丸
い

物
を
持
っ
て
い
る
。
両
胸
が
ふ
く
ら
ん
で
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
顔
の
周
り
は
包

帯
が
巻
か
れ
、
耳
を
覆
っ
て
い
る
。
背
景
に
は
円
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
月
の
よ
う

に
も
、
ま
た
は
聖
な
る
者
を
表
す
円
光
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
関
根
は
一
九
一
八
年

四
月
頃
蓄
膿
症
の
手
術
の
た
め
に
帝
大
病
院
に
入
院
し
、
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
田
口
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真
咲
と
い
う
女
性
を
親
身
に
な
っ
て
介
護
し
た
も
の
の
、
結
局
失
恋
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
《
病
め
る
者
》
に
は
、
そ
の
女
性
へ
の
思
い
が
投
影
さ
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
。

　

関
根
の
女
性
単
身
立
像
に
は
、《
女
》（『
文
章
世
界
』
一
三
巻
六
号　

一
九
一
八

年
六
月
号
）
が
あ
る
（
図
６
）。
そ
こ
で
は
、
腹
の
前
に
合
わ
せ
た
両
手
で
何
か
を

持
っ
て
い
る
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
が
、
頭
に
包
帯
は
巻
い
て
い
な
い
。
ま
た
背
景
に

は
太
陽
ら
し
き
赤
い
円
と
光
線
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
二
点
は
、
対
の
よ
う
に
見

え
る
。《
女
》
が
昼
の
世
界
に
住
む
健
康
的
な
存
在
で
あ
る
の
に
対
し
て
、《
病
め
る

者
》
は
夜
の
世
界
の
病
に
冒
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
。
制
作
時
期
は
近
接
し
て
い
る
が
、

《
女
》
の
方
が
若
干
早
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
始
め
に
《
女
》
を
構
想
し
、
対
比

的
な
《
病
め
る
者
》
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
《
病
め
る
者
》
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、『
文
章
世
界
』
一
三
巻
一
一
号
（
一
九

一
八
年
一
一
月
号
）
の
挿
図
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
（
図
７
）。
比
較
す
る
と
、
人

物
の
胸
の
ふ
く
ら
み
や
腰
の
括
れ
が
明
確
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
人
物

が
女
性
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
。
背
景
の
月
ま
た
は
円
光
は
消
え
、
人
物
の

立
つ
地
面
に
は
植
物
が
描
か
れ
て
い
る
。

《
病
め
る
者
》
か
ら
《
三
星
》
へ

　

頭
に
包
帯
を
巻
い
た
人
物
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
そ
の
後
《
三
星
》（
東
京
国
立
近

代
美
術
館
蔵　

図
８
、
口
絵
３
頁
）
に
再
現
さ
れ
る
。
包
帯
を
巻
い
た
中
央
の
人
物

に
は
乳
房
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
、
Ｘ
線
の
透
視
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
だ

が
、
中
央
の
人
物
は
関
根
正
二
自
身
と
さ
れ
て
い
る
。
女
性
か
ら
男
性
そ
れ
も
関
根

自
身
へ
と
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

関
根
は
、
蓄
膿
症
の
持
病
が
あ
っ
た
。
そ
の
影
響
か
ら
か
耳
の
痛
み
に
も
悩
ま
さ

れ
て
い
た
。「
耳
が
激
し
く
痛
む
の
で
、
何
ん
に
も
出
来
な
い
」（
一
九
一
七
年
七
月

三
日
の
日
記
）。
し
た
が
っ
て
、
治
療
の
た
め
耳
を
包
帯
で
巻
く
こ
と
も
実
際
に
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
包
帯
に
自
ら
を
ゴ
ッ
ホ
に
な
ぞ
ら
え
、
そ
の
天

才
性
と
狂
気
を
包
帯
を
巻
い
た
姿
で
象
徴
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
見
方
も
あ

る
（
註
９
）。「『
病
め
る
者
』
が
頭
部
に
巻
く
包
帯
の
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
蓄

膿
症
な
ど
の
身
体
的
な
病
気
と
の
関
連
よ
り
も
、
む
し
ろ
精
神
の
病
＝
〈
狂
気
〉
と

の
関
連
で
捉
え
る
べ
き
も
の
」
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。

　
〈
天
才
〉
と
〈
狂
気
〉
は
、
ゴ
ッ
ホ
に
心
を
寄
せ
た
関
根
の
願
望
で
も
あ
る
。
関

根
に
と
っ
て
〈
狂
気
〉
と
〈
天
才
〉
と
〈
孤
独
〉
は
同
一
の
も
の
の
異
な
る
側
面
で

あ
る
。
ゴ
ッ
ホ
は
耳
を
切
っ
た
《
自
画
像
》（
図
９
）
を
描
き
、そ
こ
で
は
耳
を
覆
っ

て
顔
の
周
り
に
白
い
包
帯
が
巻
か
れ
て
い
る
（
註
10
）。《
三
星
》
中
央
の
頭
部
に
包
帯

を
巻
い
た
自
画
像
に
お
い
て
、
関
根
は
自
ら
を
ゴ
ッ
ホ
に
な
ぞ
ら
え
た
〈
天
才
〉
と

し
て
描
い
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
時
期
の
関
根
に
と
っ
て
は
精
神
の
病
だ
け
で
は
な
く
、
身
体
の
病

も
同
様
に
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
《
病
め
る
者
》
の
イ
メ
ー
ジ
が
最
初
に
描
か

れ
た
前
記
の
葉
書
に
「
僕
は
外
に
出
ら
れ
な
い
の
で
す
」
と
病
床
に
あ
る
こ
と
を
記

し
て
い
る
。
身
体
的
な
病
気
が
契
機
と
な
り
、
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
＝
病
め
る
者

を
美
化
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
、
最
初
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　
《
病
め
る
者
》
は
始
め
女
性
像
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
。
そ
の
時
点
で
は
、《
病
め

る
者
》
は
思
慕
ま
た
は
救
済
の
対
象
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
関
根
自
身
の

自
画
像
に
な
っ
た
こ
と
は
、
制
作
意
図
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

《
病
め
る
者
》
か
ら
《
三
星
》
へ
の
制
作
意
図
の
変
更
は
、
人
物
が
三
人
に
な
っ
て

い
る
こ
と
に
現
れ
て
い
る
。
三
人
の
立
像
は
他
に
《
無
題
》（『
文
章
世
界
』
一
四
巻

三
号
表
紙　

一
九
一
九
年
三
月
号
）
が
あ
る
（
図
10
）。《
三
星
》
と
の
共
通
点
は
、
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中
央
の
人
物
が
赤
い
マ
フ
ラ
ー
ら
し
き
も
の
を
首
に
巻
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、

頭
に
包
帯
は
巻
い
て
い
な
い
。
両
脇
の
人
物
は
、
略
画
的
な
筆
致
の
た
め
男
性
と
も

女
性
と
も
決
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
画
の
下
絵
と
考
え
ら
れ
る
《
文
章
世
界
表
紙
下
絵
》

（
図
11
）
で
は
、
三
人
の
人
物
が
同
一
方
向
を
向
い
て
近
接
し
て
立
っ
て
い
る
。
両

図
を
比
較
す
る
と
、《
三
星
》
の
両
脇
の
人
物
が
、
中
央
の
人
物
に
半
身
が
隠
れ
る

ほ
ど
密
着
し
た
姿
勢
で
あ
る
こ
と
が
際
立
つ
。《
包
帯
の
男
》
が
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク

（
三
重
県
立
美
術
館
蔵
）
に
描
か
れ
て
い
る
が
、そ
の
段
階
で
は
単
身
像
で
あ
る
（
図

12
）。
包
帯
を
巻
き
病
身
の
関
根
の
両
脇
に
、
二
人
の
女
性
が
寄
り
添
っ
て
、
三
人

一
体
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
重
視
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
の
作
品
で
、
中

央
の
人
物
は
ゴ
ッ
ホ
に
な
ぞ
ら
え
た
包
帯
を
巻
い
た
天
才
と
い
う
強
い
自
己
主
張

と
、
同
時
に
両
脇
の
女
性
た
ち
、
肉
親
や
恋
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
救
わ
れ
た
い
と
い

う
願
望
が
渾
然
と
な
っ
た
、
両
義
的
な
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
中
央
の
人
物

を
、
美
術
史
家
土
方
定
一
ら
が
女
性
と
認
識
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
関
根
の
友
人

た
ち
は
関
根
自
身
と
見
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
中
央
の
人
物
の
両
義
性
を
象
徴
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。（
モ
デ
ル
の
問
題
は
後
述
す
る
。）

　

な
お
、
三
人
の
手
前
に
は
速
筆
で
花
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
花
は
、
現
実
世
界

で
は
な
い
別
の
世
界
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
《
信

仰
の
悲
し
み
》《
姉
弟
》《
慰
め
ら
れ
つ
ゝ
悩
む
》
に
描
か
れ
た
花
も
同
様
で
、
そ
の

最
初
は
《
天
平
美
人
》
に
遡
る
（
註
11
）。

病
気
と
死
因

　

関
根
の
心
身
の
状
態
と
制
作
と
の
間
に
は
、
強
い
連
関
が
見
出
せ
る
。
そ
こ
で
、

一
九
一
八
年
か
ら
一
九
年
に
か
け
て
、
関
根
の
心
身
の
状
態
を
、
友
人
に
宛
て
た
手

紙
や
友
人
の
回
想
、
当
時
の
新
聞
記
事
等
か
ら
時
系
列
順
に
並
べ
て
み
る
。

㈠　

一
九
一
八
年
四
月
頃　

蓄
膿
症
の
手
術
を
す
る
。

　
　

関
根
は
長
年
患
っ
て
い
た
蓄
膿
症
の
手
術
を
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

久
米
正
雄
や
今
東
光
が
小
説
に
し
て
い
る
。
正
確
な
日
付
は
不
明
な
が
ら
、
友
人

村
岡
黒
影
宛
の
一
九
一
八
年
五
月
二
〇
日
消
印
の
書
簡
で
、「
鼻
の
手
術
」
に
触

れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
で
あ
る
。

㈡　

六
月
上
旬　

酔
っ
て
暴
れ
、
警
察
署
に
一
晩
留
置
さ
れ
た
こ
と
が
新
聞
記
事
で

「
発
狂
し
た
」
と
伝
え
ら
れ
る
（
時
事
新
報
一
九
一
八
年
六
月
一
一
日
）（
註
12
）。

　
　
「
心
配
を
か
け
て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た　

ほ
ん
と
に
皆
様
に
心
配
を
か
け
た　

落
着
い
た
気
分
に
な
っ
て
居
る
」（
村
岡
黒
影
宛
葉
書
一
九
一
八
年
六
月
一
二
日

消
印
）（
註
13
）。
こ
こ
で
の
「
心
配
」
は
、そ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
の
葉
書
は
差
出
人
住
所
が
銚
子
に
な
っ
て
お
り
、
体
力
的
に
は
問
題
な

く
銚
子
に
出
か
け
ら
れ
る
状
態
だ
っ
た
。

㈢　

六
月
〜
七
月　

肋
膜
肺
炎
に
か
か
る
。

　
　
「
此
度
は
身
が
本
当
に
悪
く
な
り
医
者
の
云
ふ
通
り
床
に
つ
き
一
歩
も
外
へ
出

ま
せ
ん
。
ロ
ク
マ
ク
ハ
イ
エ
ン
と
か
云
ふ
の
で
す
」（
村
岡
黒
影
宛
葉
書
一
九
一

八
年
六
月
二
八
日
消
印
）（
註
14
）。

　
　
「
僕
は
外
へ
出
ら
れ
な
い
の
で
す
」（
村
岡
黒
影
宛
葉
書
一
九
一
八
年
七
月
三
日

消
印
）（
註
15
）。

　
　

肋
膜
炎
は
胸
膜
炎
の
こ
と
で
、
結
核
、
肺
炎
、
リ
ウ
マ
チ
、
外
傷
お
よ
び
癌
の

転
移
な
ど
で
起
こ
る
。

㈣　

一
一
月
頃
〜
一
九
一
九
年
一
月
頃　

肺
炎
に
か
か
る
。

　
　
『
遺
作
展
覧
會
目
録
』
の
年
譜
に
は
、

　
　
「
大
正
七
年
十
一
月　

流
行
性
感
冒
に
罹
り
病
臥
、
以
来
健
康
勝
れ
ず
」
と
あ

る
（
註
16
）。
こ
こ
で
い
う
流
行
性
感
冒
と
は
、
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
ス
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ペ
イ
ン
風
邪
）
で
あ
ろ
う
。

　
　
「
病
気
の
為
め
三
十
日
か
ら
床
に
つ
い
て
居
る　

と
て
も
一
週
間
位
は
出
ら
れ

な
い　

絵
も
描
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
に
実
に
閉
口
で
す
」（
村
岡
黒
影
宛
葉
書
一

九
一
八
年
一
二
月
三
一
日
消
印
）（
註
17
）。

　
　
「
僕
は
十
二
月
二
十
七
日
か
ら
肺
炎
で
寝
て
居
ま
す　

一
時
は
心
配
し
ま
し
た

　

現
在
も
ま
だ
外
出
は
出
来
ま
せ
ん
」（
村
岡
黒
影
宛
葉
書
一
九
一
九
年
一
月
二

五
日
消
印
）（
註
18
）。

㈤　

一
九
一
九
年
六
月　

病
床
に
就
く
。

　
　
「
新
進
画
家
関
根
正
二
氏
は
、
頃
日
来
腸
を
患
い
た
る
が
病
革
ま
り
十
六
日
午

後
一
時
半
長
逝
せ
り
」（
万
朝
報
一
九
一
九
年
六
月
一
七
日
付
）（
註
19
）。

　

関
根
正
二
の
死
因
は
、
正
確
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
医
師
で
あ
る
加
藤
稔
は

「
一
一
月
、
流
行
性
感
冒
に
か
か
る
。
こ
れ
が
こ
じ
れ
て
、
さ
ら
に
翌
年
一
月
、
肺

炎
と
な
る
。
そ
の
間
に
も
肺
結
核
は
進
行
し
、
病
臥
す
る
日
も
多
く
な
っ
て
い
っ

た
。」
そ
し
て
「
肺
結
核
の
た
め
、
二
〇
歳
と
い
う
短
い
生
涯
を
閉
じ
た
の
は
大
正

八
年
六
月
で
あ
っ
た
。」（
註
20
）
と
い
う
診
断
を
下
し
て
い
る
。

　

ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
一
九
一
八
年
か
ら
一
九
二
〇
年
に
か
け
て
世
界

的
に
蔓
延
し
、
世
界
中
で
二
千
万
か
ら
四
千
五
百
万
人
も
の
人
が
亡
く
な
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
日
本
の
患
者
数
は
、『
内
務
省
衛
生
局
「
流
行
性
感
冒
」』
に
よ
れ
ば

感
染
者
数
二
一
一
七
万
人
、
死
亡
者
数
三
八
万
五
千
人
を
数
え
、
死
者
四
五
万
三
一

五
二
人
と
い
う
試
算
も
あ
る
人
類
が
被
っ
た
最
大
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
あ
る
。「
も

し
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
こ
の
時
に
日
本
に
襲
来
し
な
か
っ
た
ら
、
死
亡

せ
ず
に
済
ん
だ
結
核
患
者
、
肺
炎
・
気
管
支
炎
等
の
呼
吸
器
系
の
疾
患
者
が
数
多
存

在
し
、
そ
れ
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
っ
て
命
を
絶
た
れ
る
結
果
と
な
っ
た
」
と
考

え
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
死
を
、
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
死
亡
と
見
な

す
」（
註
21
）
と
い
う
定
義
に
従
え
ば
、
流
行
性
感
冒
と
肺
炎
の
症
状
を
呈
し
た
関
根

も
ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
ス
ペ
イ
ン
風
邪
）
に
よ
る
死
と
見
な
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

病
の
ロ
マ
ン
化

　
「
肋
膜
に
な
っ
て
か
ら
も
肺
病
は
天
才
病
だ
と
い
っ
て
大
い
に
気
焔
を
吐
い
た
り
、

人
は
片
一
方
の
肋
膜
で
へ
こ
た
れ
て
い
る
が
、
僕
な
ど
は
両
方
だ
か
ら
こ
の
通
り
、

ピ
ン
ピ
ン
だ
と
威
張
っ
て
い
た
も
の
だ
」（
註
22
）。

　

こ
の
友
人
た
ち
の
証
言
か
ら
は
、
関
根
が
肺
病
に
あ
る
種
の
憧
れ
を
抱
い
て
い
た

こ
と
を
伺
わ
せ
る
。
こ
れ
は
「
若
く
美
し
い
者
が
蒼
白
く
死
ぬ
と
い
っ
た
も
の
か
ら
、

才
能
あ
る
者
が
夭
折
す
る
と
い
っ
た
も
の
ま
で
一
種
独
特
の
甘
美
な
イ
メ
ー
ジ
」
で

あ
り
、
肺
病
の
ロ
マ
ン
化
と
呼
ば
れ
る
（
註
23
）。
こ
う
し
た
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
肺

病
の
イ
メ
ー
ジ
の
成
立
、
撹
拌
の
過
程
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
樋
口
一

葉
（
一
八
七
二
〜
九
六
）
の
生
涯
で
あ
る
。
一
葉
の
死
を
報
じ
た
新
聞
や
雑
誌
の
記

事
に
は
、
彼
女
が
天
才
で
あ
る
こ
と
と
そ
の
死
因
が
肺
病
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
た

（
註
24
）。

　

関
根
は
一
九
一
七
年
に
山
形
の
村
岡
黒
影
の
実
家
に
旅
し
た
。
そ
こ
で
描
い
た

《
天
平
美
人
》（
大
阪
中
之
島
美
術
館
蔵　

図
13
）
の
画
中
に
、
関
根
は
樋
口
一
葉
の

歌
を
書
き
込
ん
で
い
る
。

　
　

朝
な
朝
な
対
ふ
鏡
の
影
に
だ
に
は
づ
か
し
き
ま
で
に
や
つ
れ
ぬ
る
か
な　

一
葉
作

　

こ
の
歌
は
恋
患
い
を
歌
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
一
葉
の
歌
を
書
き
入
れ

た
の
か
。
一
葉
と
関
根
の
接
点
、
そ
し
て
関
根
が
自
作
に
こ
の
歌
を
書
き
入
れ
た
意

味
は
、
ま
だ
詳
ら
か
に
し
な
い
（
註
25
）。
一
葉
は
肺
病
を
患
い
、
若
く
し
て
世
を
去
っ

た
天
才
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
関
根
が
肺
病
を
天
才
病
と
し
て
あ
る
種
の
憧
れ
を
抱
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い
て
い
た
こ
と
、
関
根
の
周
囲
に
は
、
肺
病
の
た
め
二
四
歳
で
死
去
し
た
作
家
素
木

し
づ
（
一
八
九
五
〜
一
九
一
八
）
が
い
る
。
素
木
は
生
前
か
ら
〈
一
葉
以
来
の
〉
と

い
う
評
言
を
受
け
て
い
た
（
註
26
）。
同
じ
よ
う
に
肺
病
で
夭
折
し
た
女
性
の
作
家
で

あ
り
、
よ
り
神
格
化
さ
れ
て
い
た
樋
口
一
葉
へ
の
崇
敬
の
念
が
、
関
根
の
心
に
生
じ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

《
信
仰
の
悲
し
み
》

　

関
根
正
二
は
、
恋
に
焦
が
れ
て
い
た
。
日
記
や
書
簡
に
は
、
片
想
い
を
含
め
て
彼

の
恋
人
た
ち
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。《
信
仰
の
悲
し
み
》（
大
原
美
術
館
蔵　

図

14
）
を
描
い
た
頃
に
は
、
田
口
真
咲
と
い
う
女
性
に
失
恋
し
て
い
る
。

　
「
端
書
を
銚
子
か
ら
よ
こ
し
て
以
来
、
帰
京
し
て
も
誰
に
も
逢
は
ず
に
黙
々
と
し

て
描
き
出
し
た
の
が
彼
の
『
信
仰
の
悲
み
』
と
い
ふ
大
作
で
あ
っ
た
」
と
、
友
人
は

語
っ
て
い
る
（
註
27
）。

　
《
信
仰
の
悲
し
み
》
に
つ
い
て
、
関
根
は
新
聞
や
雑
誌
の
取
材
に
対
し
て
、「
朝
夕

孤
独
の
淋
さ
に
何
物
か
に
祀
る
心
地
に
な
る
時　

あ
し
た
女
が
三
人
又
五
人
私
の
目

の
前
に
現
れ
る
」
な
ど
と
、
自
分
が
見
た
幻
影
を
描
い
た
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い

る
（
註
28
）。

　

ま
た
関
根
の
父
親
も
、
新
聞
の
取
材
に
、

　
「
暫
く
床
に
就
て
ゐ
る
中
夢
の
如
く
眼
に
浮
ん
だ
と
云
ふ
の
が
今
度
入
賞
し
た

『
信
仰
の
悲
し
み
』
と
云
ふ
の
だ
さ
う
で
す
、
私
は
屋
根
職
人
で
何
も
解
り
ま
せ
ん

が
寝
て
な
が
ら
こ
れ
だ
〳
〵
急
に
下
図
を
描
き
出
し
た
の
で
又
気
が
お
か
し
く
な
つ

た
の
か
と
心
配
し
ま
し
た
」（
註
29
）
と
答
え
て
い
る
。

　

病
床
で
描
い
た
か
も
し
れ
な
い
一
枚
の
下
絵
が
、
遺
さ
れ
て
い
る
（
図
15
）。
あ

た
か
も
自
分
の
頭
に
浮
か
ん
だ
原
イ
メ
ー
ジ
を
、
忘
れ
な
い
た
め
に
急
い
で
紙
に
書

き
留
め
た
と
い
う
態
の
下
絵
だ
が
、
パ
ス
テ
ル
で
着
色
さ
れ
て
い
る
た
め
、
当
初
の

関
根
の
構
想
が
伺
え
る
。
三
番
目
の
女
性
の
頭
に
は
、
花
嫁
が
被
る
白
い
ベ
ー
ル
の

よ
う
な
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
絵
に
つ
い
て
、
関
根
自
身
も
取
材
に
答
え
て
幻
影
の
こ
と
を
語
り
、
ま
た
友

人
た
ち
も
関
根
が
語
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
幻
影
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
、
久
米

正
雄
が
伝
え
る
以
下
の
証
言
が
、
こ
の
下
絵
の
説
明
と
し
て
頷
け
る
も
の
が
あ
る
。

「
帝
劇
の
前
で
非
常
に
美
し
い
女
に
出
会
っ
て
一
緒
に
日
比
谷
公
園
を
歩
い
て
居
る

間
に
両
人
は
何
時
の
間
に
か
新
婚
式
を
挙
げ
て
居
る
や
う
に
思
は
れ
、
其
の
嫁
入
の

行
列
が
美
々
し
く
自
分
の
眼
の
前
を
練
っ
て
歩
く
や
う
に
見
え
た
事
も
あ
つ
た
さ
う

だ
」（
註
30
）。

　

久
米
は
《
信
仰
の
悲
し
み
》
と
い
う
画
題
に
つ
い
て
も
証
言
を
遺
し
て
い
る
。

　
「
有
名
に
な
っ
た
『
信
仰
の
悲
み
』
は
最
初
『
楽
し
き
国
土
』
と
い
ふ
題
で
、
関

根
君
自
身
の
考
へ
で
は
、
木
の
果
な
ど
捧
げ
て
ゆ
く
女
に
よ
っ
て
豊
か
な
楽
し
い
国

土
を
現
し
た
つ
も
り
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
伊
東
深
水
君
か
誰
か
が
、
楽
し
い
と
こ
ろ
は

少
し
も
出
て
ゐ
な
い
と
い
っ
た
の
で
、『
信
仰
の
悲
み
』
と
変
更
し
た
も
の
だ
さ
う

で
あ
る
」（
註
31
）。

　
《
信
仰
の
悲
し
み
》
で
は
、
五
人
の
女
性
の
う
ち
、
中
央
の
朱
色
の
着
物
を
身
に

ま
と
っ
た
女
性
の
み
黄
色
の
果
実
ら
し
き
丸
い
も
の
を
二
つ
手
に
持
ち
、
他
の
四
人

の
白
衣
の
女
性
た
ち
は
、
い
ず
れ
も
葉
を
伴
っ
た
赤
い
花
を
持
っ
て
い
る
。

　

こ
の
作
品
で
、
女
た
ち
が
歩
む
大
地
に
は
金
色
の
絵
具
が
塗
ら
れ
て
い
る
。
二
科

展
出
品
当
時
の
批
評
で
も
、
評
論
家
森
口
多
里
は
「
金
箔
の
地
面
」
と
記
し
て
い
る

（
註
32
）。
金
色
の
大
地
に
当
初
の
《
楽
し
き
国
土
》
と
い
う
画
題
か
ら
推
測
す
れ
ば
、

関
根
の
意
図
は
豊
か
な
楽
し
い
場
面
を
描
こ
う
と
し
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
一
連

の
証
言
に
よ
っ
て
、《
信
仰
の
悲
し
み
》
は
比
較
的
短
期
間
に
描
か
れ
、
本
人
と
し
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て
は
未
完
の
状
態
で
二
科
展
に
出
品
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
註
33
）。

女
性
像

　

関
根
は
新
聞
の
取
材
に
対
し
て
、《
信
仰
の
悲
し
み
》
で
表
そ
う
と
し
た
原
像
が

ま
だ
完
全
に
は
表
現
で
き
て
い
な
い
、
と
答
え
て
い
る
。
未
完
の
理
由
を
身
体
の
調

子
が
悪
か
っ
た
た
め
と
も
言
っ
て
い
る
し
、
ま
た
別
の
記
事
で
は
「
絵
具
が
充
分
に

買
へ
な
か
つ
た
の
で
、
五
十
大
の
画
面
の
端
な
ど
は
塗
り
残
し
て
ゐ
る
」（
註
34
）
と
、

画
材
不
足
も
あ
っ
た
。

　

表
現
し
き
れ
な
か
っ
た
原
像
を
追
求
し
た
作
品
、
言
い
換
え
れ
ば
《
信
仰
の
悲
し

み
》
の
続
編
と
思
わ
れ
る
女
性
像
が
《
神
の
祈
り
》（
福
島
県
立
美
術
館
蔵　

図
16
）

と
み
ら
れ
る
。
こ
ち
ら
は
《
信
仰
の
悲
し
み
》
と
同
じ
よ
う
な
風
景
の
中
を
、
や
は

り
長
衣
を
身
に
ま
と
っ
た
女
性
が
二
人
描
か
れ
て
い
る
。
前
を
行
く
女
性
は
地
面
ま

た
は
花
を
指
さ
し
、
赤
い
果
実
を
手
に
さ
さ
げ
た
後
ろ
の
女
性
の
頭
部
に
は
円
光
が

描
か
れ
て
い
る
。
何
ら
か
の
意
味
で
聖
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
が
宗
教
的
な
聖
人
な
の
か
、
別
世
界
つ
ま
り
死
後
の
世
界
の
住
人
な

の
か
、
あ
る
い
は
関
根
に
と
っ
て
特
別
な
存
在
と
い
う
意
味
な
の
か
、
簡
単
に
は
判

断
で
き
な
い
。

　

こ
の
作
品
が
《
信
仰
の
悲
し
み
》
の
習
作
で
は
な
く
続
編
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、

本
人
や
父
親
の
証
言
か
ら
《
信
仰
の
悲
し
み
》
は
構
想
か
ら
制
作
ま
で
の
時
間
が
短

く
、
身
体
の
不
調
や
絵
具
不
足
な
ど
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
こ
の

作
品
は
塗
り
残
し
な
ど
が
な
く
、
む
し
ろ
関
根
と
し
て
は
厚
塗
り
（
た
だ
し
カ
ン

ヴ
ァ
ス
は
新
し
い
も
の
で
は
な
く
、
別
の
作
品
の
流
用
）
な
こ
と
で
、
短
期
間
の
制

作
と
は
み
え
な
い
か
ら
で
あ
る
（
註
35
）。

　
《
神
の
祈
り
》
の
後
ろ
の
女
性
と
よ
く
似
た
ポ
ー
ズ
の
女
性
の
下
絵
が
、《
信
仰
》

と
《
祈
り
》（
と
も
に
福
島
県
立
美
術
館
蔵　

図
17
、
図
18
）
で
あ
る
。
た
だ
し
、

両
図
と
も
前
の
女
性
の
替
わ
り
に
二
人
の
人
物
が
正
面
向
き
に
立
ち
、
三
人
の
人
物

像
と
な
っ
て
い
る
。

三
人
像

　

関
根
が
構
想
し
た
も
う
一
つ
の
タ
イ
プ
の
三
人
像
に
、
中
央
に
女
性
が
立
ち
、
そ

の
両
脇
に
子
ど
も
が
一
人
ず
つ
い
る
モ
テ
ィ
ー
フ
が
あ
る
。
パ
ス
テ
ル
の
《
女
と
子

供
》
や
、『
遺
作
展
覧
會
目
録
』
に
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
《
無
題
》（
図
19
）
な

ど
で
あ
る
。

　

な
か
で
も
《
裸
婦
群
像
》（
長
野
県
信
濃
美
術
館
蔵　

図
20
）
と
い
う
素
描
に
は
、

関
根
の
世
界
観
が
示
さ
れ
て
お
り
、
興
味
深
い
。
画
面
は
上
下
に
区
切
ら
れ
て
い
る
。

下
段
で
は
、
草
原
に
三
人
の
人
物
が
立
っ
て
い
る
。
中
央
の
大
き
な
女
性
は
右
を
向

き
、
そ
の
左
右
に
子
ど
も
が
一
人
ず
つ
正
面
を
向
い
て
い
る
。
二
人
は
口
を
大
き
く

開
け
、
歌
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
そ
し
て
左
側
の
子
ど
も
は
頭
に
包
帯
を
巻

い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
上
段
で
は
、
や
は
り
三
人
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。

中
央
の
女
性
は
両
手
を
広
げ
、
両
足
を
Ｘ
字
形
に
交
叉
し
て
い
る
。
左
側
の
人
物
は
、

左
を
向
い
て
片
手
を
頭
の
上
に
延
ば
し
て
い
る
。
右
側
の
人
物
は
、
横
向
き
に
な
っ

て
屈
伸
運
動
の
よ
う
な
ポ
ー
ズ
を
と
る
。
三
人
の
ポ
ー
ズ
は
、
踊
り
を
表
現
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
し
て
三
人
の
頭
の
周
り
に
は
、
光
輪
の
よ
う
な
円
が
描
か
れ

て
い
る
。
下
段
と
上
段
は
地
上
界
と
天
上
界
、
あ
る
い
は
こ
の
世
と
あ
の
世
で
、
あ

の
世
の
住
人
た
ち
が
楽
し
く
踊
っ
て
い
る
情
景
と
解
釈
で
き
る
（
註
36
）。

　

前
記
の
《
無
題
》
や
《
女
と
子
供
》、
あ
る
い
は
、《
三
人
（
野
原
）》（
三
重
県
立

美
術
館
蔵　

図
21
）
は
、《
裸
婦
群
像
》
上
段
の
天
上
界
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
ろ
う
。
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
の
中
に
も
、
中
央
の
人
物
を
研
究
し
た
《
脚
を
交
叉
し
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た
人
》（
三
重
県
立
美
術
館
蔵
）
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
《
三
人
の
女
と
日
輪
》（
お
か

ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館
蔵
）
や
《
走
る
女
と
表
紙
下
絵
》（
三
重
県
立
美
術

館
蔵　

図
22
）
に
見
ら
れ
る
〈
走
る
女
〉
も
、
上
段
の
三
人
の
人
物
の
ポ
ー
ズ
を
研

究
し
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

『
獄
中
記
』
の
影
響

　

関
根
の
作
品
世
界
に
は
宗
教
、
と
く
に
キ
リ
ス
ト
教
的
な
宗
教
的
雰
囲
気
が
感
じ

ら
れ
る
（
註
37
）。
彼
の
日
記
に
も
、〈
神
〉
と
い
う
語
が
し
ば
し
ば
記
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
彼
が
聖
書
を
読
ん
で
い
た
と
か
教
会
に
通
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
彼
自
身

の
記
録
か
ら
も
友
人
た
ち
の
証
言
か
ら
も
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

　

関
根
の
日
記
に
は
多
く
の
書
物
の
名
が
登
場
す
る
が
、
な
か
で
も
彼
が
明
白
に
影

響
を
受
け
て
い
る
の
は
、
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
の
『
獄
中
記
』
で
あ
る
。
ワ
イ
ル

ド
は
、
世
紀
末
デ
カ
ダ
ン
ス
の
象
徴
的
存
在
で
、
奇
行
や
快
楽
主
義
的
言
動
が
知
ら

れ
る
。『
獄
中
記
』
の
内
容
は
、〈
悲
哀
〉
の
美
と
、
キ
リ
ス
ト
が
芸
術
家
で
あ
る
こ

と
を
主
張
す
る
。
悲
哀
こ
そ
人
生
の
真
実
で
あ
り
、
人
間
最
高
の
情
緒
で
あ
る
と
い

う
。

　

関
根
の
日
記
や
書
簡
に
は
『
獄
中
記
』
か
ら
の
引
用
が
見
ら
れ
る
。と
り
わ
け
、「
世

に
悲
哀
に
比
ぶ
べ
き
真
理
は
な
い
。
否
な
時
と
し
て
は
、
悲
哀
の
み
唯
一
の
真
理
と

思
は
れ
る
事
さ
へ
有
る
。［
中
略
］
こ
の
世
は
悲
哀
か
ら
造
ら
れ
た
物
で
小
児
一
人

生
る
も
、
星
一
つ
出
る
に
も
そ
こ
に
苦
痛
の
伴
ふ
事
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。」

と
い
う
一
節
を
抜
き
書
き
し
、
ま
た
恋
人
へ
の
手
紙
に
も
書
い
て
い
る
（
註
38
）。

　

こ
の
関
根
が
好
ん
だ
一
節
を
絵
画
化
し
た
と
も
思
え
る
の
が
《
天
使
（
断
片
）》（
三

重
県
立
美
術
館
蔵　

図
23
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
（
註
39
）。こ
の
作
品
で
は
、

ほ
ぼ
正
面
を
向
い
た
女
性
が
両
手
で
青
い
小
さ
な
壺
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
壺
か
ら

は
煙
が
立
ち
上
り
、
そ
の
先
に
子
ど
も
の
上
半
身
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
女
性
に

は
明
白
に
円
光
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
聖
な
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

女
性
の
両
脇
に
は
、
子
ど
も
が
左
右
に
一
人
ず
つ
描
か
れ
て
い
る
。
三
人
の
立
像
に

加
え
て
、
も
う
一
人
の
子
ど
も
が
宙
に
浮
か
ん
で
い
る
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
子
ど

も
が
こ
の
世
に
生
ま
れ
る
瞬
間
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

壺
が
描
か
れ
た
作
品
に
は
《
女
の
立
像
》（
長
野
県
信
濃
美
術
館
蔵　

図
24
）
が

あ
る
が
、
こ
ち
ら
で
は
壺
は
女
性
の
足
元
に
置
か
れ
、
女
性
の
手
は
腹
の
前
に
あ
る

も
の
の
、
何
も
持
っ
て
い
な
い
。
画
面
に
壺
が
描
か
れ
た
女
性
像
と
し
て
は
、《
天

平
美
人
》
が
最
も
早
い
例
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
壺
は
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
。
関

根
が
壺
を
描
い
た
意
味
は
、
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
（
註
40
）。

〈
家
族
〉

　

関
根
正
二
に
は
、
二
人
の
姉
が
い
た
。
五
つ
上
の
長
姉
ク
ラ
と
、
二
つ
違
い
の
フ

サ
で
あ
る
。《
姉
弟
》
制
作
当
時
、
ク
ラ
は
千
葉
県
銚
子
に
、
フ
サ
は
東
京
向
島
に

住
ん
で
い
た
。
彼
は
九
人
兄
弟
姉
妹
の
四
番
目
だ
っ
た
。
上
に
は
兄
弥
助
と
姉
ク
ラ

と
フ
サ
の
二
人
。
下
に
は
キ
ク
、
コ
ト
、
繁
の
三
人
の
妹
と
、
秀
男
、
武
男
の
二
人

の
弟
が
あ
っ
た
。

　

関
根
の
日
記
に
は
、
友
人
、
恋
人
な
ど
と
の
交
友
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
の
こ
と

も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
そ
の
一
部
を
抜
粋
し
て
み
よ
う
（
註
41
）。

　
 

「
今
日
は
な
き
妹
の
七
年
忌
に
あ
た
る
の
で
、
家
の
者
、
親
籍
（
戚
）
集
る
。」

一
九
一
七
年
七
月
一
日

　

 

「
兄
の
仕
事
を
手
つ
だ
う
。」
同
年
七
月
二
日

　

 

「
午
後
か
ら
母
が
す
ぐ
の
姉
（
フ
サ
）
の
家
へ
、
遊
び
に
行
く
。
俺
れ
の
、
る
す

番
だ
。［
中
略
］
弟
の
秀
男
が
外
出
し
て
二
時
余
り
に
な
る
が
帰
ら
ぬ
の
で
心
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配
だ
か
ら
外
へ
さ
が
し
に
行
く
。
弟
暫
く
で
帰
る
。」
同
年
七
月
一
一
日

　
 

「
銚
子
へ
早
く
行
き
た
い
。
姉
（
ク
ラ
）
が
早
く
く
れ
ば
好
い
が
な
、
一
緒
に
行

く
の
だ
。
元
徳
様
の
縁
日
だ
。」
同
年
七
月
二
二
日

　

 

「
夜
、
長
野
へ
行
く
の
で
文
房
堂
で
絵
具
を
求
め
帰
り
、
姉
の
処
で
金
二
円
を
貰

ふ
。
小
使
（
遣
）
と
云
つ
て
。」
同
年
八
月
四
日

　

 

「
弟
武
男
を
つ
れ
て
、
上
野
山
の
所
へ
行
く
。
十
二
時
迄
遊
ぶ
。
伊
東
に
遭
つ
て

帰
る
。」
同
年
九
月
三
日

　

 

「
早
や
く
金
を
取
っ
て
親
、
伯
父
等
に
安
心
を
さ
せ
た
い
。」
同
年
九
月
一
六
日

　

 

「
午
前
二
時
と
云
（
ふ
）
と
電
気
消
へ
水
出
る
。
二
三
十
分
間
に
二
尺
を
出
る
。

風
益
（
々
）
強
し
、
人
間
の
悲
鳴
聞
ゆ
。
材
木
流
る
。
一
時
間
（
の
）
中
に
五

尺
に
益
す
。
子
供
、
秀
男
、
悲
（
避
）
な
ん
す
。
暫
く
で
母
出
る
、
俺
母
を
せ

を
ふ
、
父
床
を
あ
げ
る
」
同
年
一
〇
月
一
日

　

 

「
今
日
は
ち
ち
の
か
わ
り
に
車
を
引
い
て
六
ツ
目
迄
で
行
き
、
疲
れ
て
帰
る
。」

一
九
一
八
年
日
付
な
し

　

 

「
父
が
足
を
悪
く
し
た
の
で
不
安
で
な
ら
な
い
。
好
く
な
つ
て
く
れ
ゝ
ば
よ
い

が
。」
同
年
日
付
な
し

　

 

「
今
夜
は
兄
の
家
で
酒
を
飲
み
、
頭
が
離
れ
て
居
る
。
兄
は
兄
た
る
べ
し
。
俺
れ

に
語
た
。
俺
れ
も
心
か
ら
吾
が
兄
弟
た
る
を
感
ず
る
。
涙
を
流
さ
ざ
る
を
得
な

い
。」
同
年
日
付
な
し

　

日
記
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
関
根
家
は
家
族
間
の
交
流
が
密
接
で
あ
り
、
関
根
は

家
族
思
い
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
の
作
品
の
モ
デ
ル
に
も
、
ま
た
テ
ー
マ
を

推
測
す
る
上
で
も
重
視
す
べ
き
点
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
で
、
人
物
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　

関
根
の
末
弟
武
男
の
証
言
に
よ
れ
ば
、《
信
仰
の
悲
し
み
》
の
中
央
の
三
人
の
女

性
の
顔
は
、
関
根
の
妹
キ
ク
、
姉
フ
サ
と
ク
ラ
で
あ
る
と
い
う
。《
姉
弟
》
は
、
近

所
の
子
ど
も
を
描
い
た
も
の
と
い
う
関
根
の
父
親
の
証
言
が
あ
る
。《
子
供
》
は
、

近
所
の
子
ど
も
を
描
い
た
と
も
、
関
根
の
弟
武
男
が
モ
デ
ル
と
も
言
わ
れ
て
い
る

（
註
42
）。《
三
星
》
の
左
側
の
女
性
に
つ
い
て
は
、
関
根
の
長
姉
ク
ラ
と
い
う
関
根
武

男
説
と
、
関
根
の
恋
人
と
い
う
友
人
池
谷
与
一
郎
説
が
伝
わ
る
。

　

一
方
、
関
根
自
身
は
モ
デ
ル
に
関
し
て
何
も
語
っ
て
い
な
い
。

　

前
述
の
よ
う
に
子
ど
も
を
描
い
た
作
品
は
複
数
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
顔
立
ち
も

異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
顔
や
手
の
ス
ケ
ッ
チ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
姉
妹
や
弟
、
近

所
の
子
ど
も
た
ち
を
モ
デ
ル
に
細
部
や
ポ
ー
ズ
な
ど
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
る
も
の

の
、
全
体
の
構
図
や
表
情
等
は
関
根
の
頭
に
あ
る
も
の
を
表
現
し
た
た
め
、
関
根
と

し
て
は
モ
デ
ル
を
基
に
描
い
た
と
い
う
認
識
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
子
ど
も
像
〉

　

関
根
の
小
学
校
時
代
か
ら
の
友
人
太
田
靍
三
郎
は
、
関
根
の
最
後
の
作
品
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
証
言
し
て
い
る
。

　
「
最
後
の
作
は
二
十
五
号
の
自
画
像
と
二
科
へ
の
出
品
の
五
十
号
《
慰
め
ら
れ

つ
ゝ
悩
む
》
と
十
二
号
の
赤
い
着
物
を
着
た
小
児
と
で
す
。
小
児
の
は
実
に
短
時
間

に
成
さ
れ
た
物
で
家
人
が
外
出
し
て
私
と
留
守
居
し
て
ゐ
る
間
に
近
所
の
小
児
を
呼

ん
で
画
い
た
も
の
で
す
」（
註
43
）。

　

二
十
五
号
の
《
自
画
像
》
と
《
慰
め
ら
れ
つ
ゝ
悩
む
》
は
現
在
行
方
不
明
、
十
二

号
の
赤
い
着
物
を
着
た
小
児
は
石
橋
財
団
ア
ー
テ
ィ
ゾ
ン
美
術
館
蔵
の
《
子
供
》（
図

25
、
口
絵
３
頁
）
で
あ
ろ
う
。

　

前
記
の
証
言
か
ら
は
、
関
根
が
た
ま
た
ま
子
ど
も
の
像
を
描
い
た
よ
う
な
印
象
も

受
け
る
が
、
実
際
に
は
そ
う
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
関
根
は
他
に
も
《
小
供
》（
図
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26
）
や
二
人
の
女
性
像
の
上
に
少
年
の
顔
を
描
い
た
《
三
人
の
顔
》（
ポ
ー
ラ
美
術

館
蔵　

図
27
）
な
ど
、
顔
立
ち
が
異
な
る
子
ど
も
を
何
人
も
描
い
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
関
根
が
〈
子
ど
も
〉
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ｘ
線
調
査
の
結
果
、
こ
の
《
子
供
》
は
別
の
作
品
を

切
り
取
り
、
絵
具
を
塗
っ
た
上
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
判
っ
て
い
る
（
註
44
）。
関

根
は
画
材
も
十
分
に
は
買
え
な
か
っ
た
か
ら
、
使
え
る
画
布
が
使
い
古
し
の
も
の
し

か
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、こ
の
頃
の
関
根
に
と
っ

て
、
子
ど
も
は
非
常
に
重
要
な
モ
テ
ィ
ー
フ
で
あ
っ
た
。

　

子
ど
も
を
描
い
た
素
描
も
多
い
。
中
で
も
《
手
を
合
わ
せ
る
少
年
》（
図
28
）
と
《
少

年
座
像
》（
図
29
）
と
仮
題
の
つ
い
て
い
る
素
描
で
は
、
腹
の
前
で
組
ん
だ
両
手
の

組
み
方
に
関
心
を
向
け
て
い
る
（
註
45
）。
顔
立
ち
か
ら
、
こ
の
二
点
は
別
の
モ
デ
ル

の
よ
う
で
あ
り
、
関
根
は
何
度
も
正
面
向
き
の
子
ど
も
の
像
を
描
い
て
い
る
。『
遺

作
展
覧
會
目
録
』
に
は
、《
小
供
》
と
い
う
題
の
作
品
が
七
点
出
品
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
一
九
一
八
年
ま
た
は
一
九
年
の
制
作
で
あ
る
。
子
ど
も
の
姿
は
、
絶
筆
と

な
っ
た
《
慰
め
ら
れ
つ
ゝ
悩
む
》
に
も
登
場
し
て
い
る
。

　

繰
り
返
し
描
か
れ
た
子
ど
も
は
、
弟
や
近
所
の
子
ど
も
の
肖
像
に
留
ま
っ
て
い
な

い
。
関
根
は
子
ど
も
、
そ
れ
も
少
年
像
に
何
か
を
託
し
て
い
る
。
現
在
の
姿
を
描
い

た
自
画
像
に
対
応
し
た
、
純
粋
無
垢
な
存
在
と
し
て
理
想
化
さ
れ
た
幼
い
頃
の
自
分

自
身
の
肖
像
的
な
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

慰
め
ら
れ
つ
つ
悩
む
の
は
誰
か

　
《
慰
め
ら
れ
つ
ゝ
悩
む
》（
図
30
、
口
絵
３
頁
）
は
、
絶
筆
と
な
っ
た
作
品
で
あ
る
。

　
「
死
の
境
地
が
見
へ
出
し
て
か
ら
急
い
で
描
い
た
、
そ
れ
も
最
後
ま
で
筆
の
届
か

ぬ
う
ち
に
死
な
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
」（
註
46
）。

　

画
面
に
は
四
人
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
右
か
ら
二
人
目
の
人
物

が
左
手
に
一
個
の
黄
色
い
丸
い
も
の
を
握
り
、
右
手
も
何
か
を
掌
に
載
せ
て
い
る
よ

う
な
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
人
物
に
は
円
光
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
左
端

の
子
ど
も
が
左
手
で
赤
い
丸
い
も
の
を
一
個
持
っ
て
い
る
。
関
根
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ

ク
の
中
に
は
、《
合
掌
す
る
男
》（
図
31
）
や
《
顔
》（
図
32
）
な
ど
、
こ
の
作
品
に

関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
ス
ケ
ッ
チ
が
あ
る
。

　

モ
デ
ル
に
関
し
て
は
、
関
根
の
次
姉
フ
サ
が
「
私
と
姉
と
女
の
弟
子
の
三
人
が
モ

デ
ル
で
、
横
向
き
に
立
っ
て
、
他
の
余
分
な
も
の
は
な
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
小
さ
な

子
ど
も
が
脇
に
お
り
ま
す
が
、
そ
の
子
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
向
き
も
ち
が
っ
て

お
り
ま
す
」（
註
47
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
関
根
の
母
親
の
証
言
も
記
録
さ
れ
て

い
る
。

　
「
涙
な
が
ら
に
母
君
は
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

あ
の
絵
［
二
科
展
に
出
品
す
べ
き
］
の
花
は
体
が
す
つ
か
り
、
い
け
な
く
な
つ
て

か
ら
、
い
つ
の
間
に
か
描
き
併
へ
ま
し
た
。
あ
の
絵
は
御
覧
の
通
り
署
名
す
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
病
床
に
は
、
い
つ
も
自
分
の
画
を
置
い
て
、
見
詰
め
て
お

り
ま
し
た
」（
註
48
）。

　
「
死
は
自
身
に
も
よ
く
わ
か
つ
た
の
だ
ろ
う
、
絵
の
整
理
を
し
て
大
部
分
は
焼
ひ

て
し
ま
う
し
、
死
ん
で
か
ら
通
知
す
る
知
人
の
住
所
書
き
を
集
め
て
一
包
み
に
し
た

り
し
た
」（
註
49
）。

　

関
根
自
身
も
死
期
を
自
覚
し
た
の
だ
ろ
う
。『
遺
作
展
覧
會
目
録
』
に
は
、《
死
（
慰

め
ら
れ
つ
ゝ
悩
む
の
続
き
）》
と
い
う
題
名
の
パ
ス
テ
ル
画
が
目
録
に
載
っ
て
い
る

（
図
33
）。
題
名
の
み
で
図
版
も
な
い
た
め
確
か
め
よ
う
も
な
い
が
、
関
根
の
構
想
で

は
《
慰
め
ら
れ
つ
つ
悩
む
》
に
続
く
物
語
が
あ
り
、そ
れ
は
《
死
》
と
い
う
題
で
あ
っ

た
。
家
族
に
見
守
ら
れ
慰
め
ら
れ
つ
つ
、
死
へ
の
旅
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
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か
っ
た
の
は
、
関
根
自
身
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
彼
の
物
語
は
死
で
終
わ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
続
く
場
面
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。
そ
れ
は
、『
遺
作
展
覧
會
目
録
』
の
表

紙
に
な
っ
た
《
無
題
》（
図
19
）
に
み
ら
れ
る
女
神
と
子
ど
も
像
か
、《
裸
婦
群
像
》（
図

20
）
の
上
段
の
よ
う
な
楽
園
の
情
景
か
も
し
れ
な
い
。

�

（
い
と
う　

き
ょ
う
／
専
門
員
）

註

⑴　
『
関
根
正
二
と
そ
の
時
代
展
』　

三
重
県
立
美
術
館　

一
九
八
六
年
九
月
六
日
〜
一
〇
月
五

日　

福
島
県
立
美
術
館
／
一
〇
月
一
〇
日
〜
一
一
月
九
日

　
　
『
生
誕
一
〇
〇
年　

関
根
正
二
展
』　

神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館　

一
九
九
九
年
七
月
一
〇

日
〜
八
月
二
二
日
／
福
島
県
立
美
術
館　

九
月
四
日
〜
一
〇
月
一
七
日　

愛
知
県
美
術
館

　
　

一
〇
月
二
九
日
〜
一
二
月
一
二
日

　
　
『gallery�F�

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
再
発
見　

ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク　

関
根
正
二
の
新
発
見
と
未

発
見
』　

福
島
県
立
美
術
館　

二
〇
一
七
年
一
月
二
一
日
〜
二
月
一
二
日

　
　
『
生
誕
一
二
〇
年
没
後
一
〇
〇
年
関
根
正
二
展
』　

福
島
県
立
美
術
館　

二
〇
一
九
年
九
月

一
四
日
〜
一
一
月
一
〇
日
／
三
重
県
立
美
術
館　

一
一
月
二
三
日
〜
二
〇
二
〇
年
一
月
一

九
日
／
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
鎌
倉
別
館　

二
月
一
日
〜
三
月
二
二
日　

　
　

な
お
、
各
展
覧
会
の
図
録
を
、
本
稿
で
は
以
下
『
一
九
八
六
年
図
録
』『
一
九
九
九
年
図
録
』

『
二
〇
一
七
年
図
録
』『
二
〇
一
九
年
図
録
』
と
記
す
。

⑵　

酒
井
忠
康
編
『
関
根
正
二
遺
稿
・
追
想
』　

中
央
公
論
美
術
出
版　

一
九
八
五
年
所
収
。

本
稿
で
は
以
下
『
遺
稿
・
追
想
』
と
記
す
。

⑶　
『
遺
稿
・
追
想
』
一
〇
二
頁

⑷　

伊
東
深
水
の
証
言
は
、「
天
分
豊
か
な
る
関
根
君
の
芸
術
」『
み
づ
ゑ
』
第
一
七
八
号　

一

九
一
九
年
一
二
月
『
遺
稿
・
追
想
』
一
七
一
頁

　
　
　
『
圓
光
』
の
舞
台
背
景
画
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
こ
の
下
絵
の
可
能
性
が
あ
る
作
品

が
《
女
の
顔
》（
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
蔵　

図
34
）
で
あ
る
。
ほ
ぼ
正
面
を
む
い
た

女
性
の
胸
像
で
、
特
徴
は
円
光
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
円
光
は
こ
の
後
の

関
根
作
品
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。

　
　
　

ま
た
、
久
米
正
雄
は
、

　
　
　
「
あ
の
人
が
本
当
に
天
才
を
発
揮
し
た
と
思
は
れ
た
の
は
恰
度
去
年
の
春
鼻
の
療
治
を

し
て
か
ら
の
事
で
、
そ
の
時
描
い
た
一
二
枚
の
も
の
（
去
年
二
科
へ
出
品
し
た
「
姉
弟
」

と
い
ふ
の
も
其
の
中
の
一
枚
で
あ
る
が
）
か
ら
で
、
今
迄
の
関
根
君
と
は
非
常
に
変
っ
て

居
る
の
に
驚
か
さ
れ
た
。［
中
略
］
実
際
あ
の
時
か
ら
の
氏
の
画
に
は
天
才
の
閃
き
が
見

え
た
か
の
如
く
感
ぜ
ら
れ
た
位
で
あ
っ
た
」

　
　
　

と
語
っ
て
い
る
。
久
米
正
雄
「
関
根
正
二
君
を
憶
ふ
」　

読
売
新
聞
一
九
一
九
年
六
月

一
九
日
『
遺
稿
・
追
想
』
一
五
七
頁

⑸　

こ
の
書
簡
の
本
文
は
、

　
　
　
「
暫
く
お
逢
い
し
ま
せ
ん
で
し
た
ね
、
僕
も
変
た
が
君
も
変
た
事
と
思
ふ　

僕
が
鼻
を

手
術
し
て
か
ら
の
出
来
事
は
上
野
山
か
ら
聞
い
た
事
と
思
ふ　

種
々
の
事
が
あ
つ
た　

女

の
事
が
あ
つ
た　

總
て
僕
の
餘
り
に
軽
率
な
為
め
失
敗
し
た　

僕
の
現
在
は
そ
ん
な
事
に

か
ま
つ
て
居
ら
れ
な
い　

製
作
も
多
く
出
来
る　

ど
う
し
て
も
描
か
ね
ば
居
ら
れ
ぬ　

頭

は
実
に
好
い　

黒
と
白
の
差
が
あ
る　

そ
し
て
眞
ん
と
う
に
考
へ
ら
れ
る　
［
略
］　

自
分

は
現
在
の
日
本
の
洋
画
界
日
本
画
彫
塑
の
總
を
目
覚
さ
す　

そ
れ
が
け
つ
し
て
自
惚
で
な

い　

自
分
は
今
油
繪
と
彫
塑
を
や
つ
て
居
る　

直
接
石
に
あ
た
つ
［
て
］
居
る　

油
は
今

迄
で
見
へ
な
か
つ
た
色
が
実
に
多
く
目
に
入
る　

不
思
義
だ　

東
洋
の
文
藝
復
興
期
［
ル

ビ
で
ル
ネ
サ
ン
ス
］
が
来
た　

今
、
暫
く
に
し
て
行
は
ゝ
る
」

　
　
　

と
書
か
れ
、
関
根
は
心
身
の
調
子
が
よ
く
意
気
軒
昂
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。

⑹　
「
其
頃
の
絵
は
当
時
二
三
点
僕
の
家
に
置
い
て
あ
つ
た
が
、
非
常
に
凄
い
も
の
だ
つ
た
。

夕
方
な
ど
薄
れ
て
ゆ
く
光
で
見
て
ゐ
る
と
魔
気
人
に
迫
る
も
の
が
あ
つ
た
。
そ
れ
か
ら
の

ち
、
そ
れ
ら
の
絵
を
二
科
へ
出
す
の
だ
と
云
つ
て
手
を
入
れ
た
が
、
そ
れ
は
も
う
昔
日
の

凄
気
を
失
つ
て
ゐ
た
。『
姉
弟
』
の
原
画
な
ど
は
実
に
凄
い
も
の
で
あ
つ
た
。」
久
米
正
雄

「
陋
巷
に
輝
く
芸
術
〈
関
根
正
二
君
の
死
〉」『
中
央
美
術
』
五
―
七　

一
九
一
九
年
七
月

『
遺
稿
・
追
想
』
二
一
二
頁

　
　
　
「『
姉
弟
』
の
方
は
、
余
り
突
つ
き
過
ぎ
て
、
始
め
出
て
ゐ
た
表
現
を
ず
つ
と
弱
い
も
の

に
し
て
し
ま
つ
た
。」
三
潴
末
松
「
関
根
君
と
霊
感
其
他
」『
遺
稿
・
追
想
』
二
一
二
頁

⑺　
「
本
年
四
月
鼻
の
蓄
膿
を
手
術
し
て
以
来
、
急
に
今
迄
見
え
な
か
つ
た
色
彩
が
見
え
る
様

に
な
り
、
次
い
で
激
し
い
神
経
衰
弱
に
罹
っ
て
、
一
度
は
日
比
谷
公
園
で
倒
れ
発
狂
し
た

様
に
伝
へ
ら
れ
た
程
で
し
た
、
今
年
出
品
し
た
内
『
信
仰
の
悲
み
』
は
あ
の
様
な
幻
影
を
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見
て
描
い
た
も
の
、『
姉
妹
』
の
方
は
自
分
の
主
観
を
現
さ
う
と
し
て
モ
デ
ル
無
し
に
描

い
た
も
の
、
今
後
も
今
の
傾
向
で
グ
ン
グ
ン
進
む
積
リ
で
す
」　

読
売
新
聞
一
九
一
八
年

九
月
一
六
日
『
遺
稿
・
追
想
』
一
四
四
頁

⑻　
『
二
〇
一
九
年
図
録
』
一
一
五
頁

⑼　

岡
部
幹
彦
「
悲
哀
の
聖
地
へ
―
関
根
の
女
性
像
モ
テ
ィ
ー
フ
の
誕
生
と
そ
の
展
開
―
」

（『
一
九
八
六
年
図
録
』）

⑽　
『
現
代
の
洋
畫
』
第
一
七
号
（
一
九
一
三
年
八
月
一
日
発
行
）
に
ゴ
ッ
ホ
の
《
自
画
像　

耳
を
繃
帯
せ
る
》
の
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
関
根
が
眼
に
す
る
可
能
性
は
あ
っ
た
。

⑾　
《
三
星
》
と
い
う
題
名
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
オ
リ
オ
ン
座
の
中
心
を
な
す
三

つ
の
星
で
あ
り
、
福
島
地
方
で
は
「
三
だ
い
し
さ
ま
」
と
か
「
三
で
い
じ
さ
ま
」
と
呼
び
、

三
大
師
と
い
う
宗
教
的
意
味
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
説
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
白
河
で
育
っ
た
石
井
重
衛
は
、
白
河
周
辺
で
の
三
大
星
に
つ
い
て
は
聞
い
た
こ
と
が

な
い
と
い
う
。
石
井
重
衛
『
青
春
を
駆
け
抜
け
た
男　

夭
折
の
画
家
関
根
正
二
評
伝
』
三

二
七
頁
。
筆
者
も
、
福
島
県
内
の
民
俗
学
の
研
究
者
や
福
島
県
立
博
物
館
の
民
俗
担
当
学

芸
員
に
聞
い
て
み
た
が
、
や
は
り
「
三
だ
い
し
さ
ま
」
の
信
仰
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と

い
う
返
事
で
、
こ
の
説
を
裏
づ
け
る
根
拠
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

⑿　
『
遺
稿
・
追
想
』
一
四
〇
頁

⒀　
『
二
〇
一
九
年
図
録
』
Ⅹ
Ⅳ
頁

⒁　
『
二
〇
一
九
年
図
録
』
Ⅹ
Ⅳ
頁

⒂　
『
二
〇
一
九
年
図
録
』
Ⅹ
Ⅴ
頁

⒃　
『
遺
稿
・
追
想
』
二
三
七
頁

⒄　
『
二
〇
一
九
年
図
録
』
Ⅹ
Ⅵ
頁

⒅　
『
二
〇
一
九
年
図
録
』
Ⅹ
Ⅵ
頁

⒆　
『
遺
稿
・
追
想
』
一
五
九
頁

⒇　

加
藤
稔
「
関
根
正
二
と
幻
視
」『
精
神
医
学
』
一
七
巻
七
号　

一
九
七
五
年
七
月　

七
二

頁

�　

速
水
融
『
日
本
を
襲
っ
た
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
―
人
類
と
ウ
ィ
ル
ス
の
第
一
次

世
界
戦
争
―
』
二
〇
〇
六
年　

藤
原
書
店　

二
三
八
頁

�　
『
審
美
』
七
―
一
〇　

一
九
一
八
年
一
〇
月
『
遺
稿
・
追
想
』
一
四
七
頁

�　

福
田
眞
人
『
結
核
の
文
化
史
』　

名
古
屋
大
学
出
版
会　

一
九
九
五
年　

一
一
四
頁

�　

福
田
眞
人　

前
掲
書

�　

村
田
真
宏
「
関
根
正
二
作
『
天
平
美
人
』
屛
風
に
つ
い
て
」『
福
島
県
立
美
術
館
研
究
紀
要
』

第
３
号　

一
九
八
八
年

�　

山
田
昭
夫
「
素
木
し
づ
白
描
」『
素
木
し
づ
作
品
集
』　

北
書
房　

一
九
七
〇
年　

二
一
六

頁

�　

三
潴
末
松
「
関
根
君
と
霊
感
其
他
」『
遺
稿
・
追
想
』
二
一
二
頁

�　

関
根
が
《
信
仰
の
悲
し
み
》
に
関
し
て
新
聞
や
雑
誌
に
答
え
た
回
答
は
、
以
下
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
。

　
　
　
「
私
は
先
日
来
極
度
の
神
経
衰
弱
に
な
り
そ
れ
は
狂
人
と
ま
で
云
は
れ
る
様
な
物
で
し

た　

併
し
私
は
け
つ
し
て
狂
人
で
な
い
の
で
す　

真
実
色
々
な
暗
示
ま
た
幻
影
が
目
前
に

現
れ
る
の
で
す　

朝
夕
孤
独
の
淋
さ
に
何
物
か
に
祀
る
心
地
に
な
る
時　

あ
し
た
女
が
三

人
又
五
人
私
の
目
の
前
に
現
れ
る
の
で
す　

そ
れ
が
今
尚
ほ
目
前
に
現
は
れ
る
の
で
す　

あ
れ
は
未
だ
完
全
に
表
現
出
来
な
い
の
で
す　

身
の
都
合
で
中
ば
で
中
止
し
た
の
で
す
」

『
み
づ
ゑ
』
第
一
六
四
号　

一
九
一
八
年
一
〇
月
『
遺
稿
・
追
想
』
一
三
九
頁

　
　
　
「『
信
仰
の
悲
し
み
』
と
云
ふ
の
は
、
私
が
蓄
膿
症
で
一
時
極
度
の
神
経
衰
弱
に
罹
っ
た

時
に
見
た
幻
影
描
い
た
物
で
、
今
迄
の
作
と
は
趣
き
を
異
に
し
て
居
ま
す
が
、
是
を
第
一

歩
と
し
て
将
来
斯
し
た
傾
向
に
進
ん
で
行
き
度
い
と
自
分
で
は
思
つ
て
居
り
ま
す
」　

時

事
新
報
一
九
一
八
年
九
月
一
六
日
付
『
遺
稿
・
追
想
』
一
四
二
頁

�　

報
知
新
聞
一
九
一
八
年
九
月
一
六
日
『
遺
稿
・
追
想
』
一
四
一
頁

�　

読
売
新
聞
一
九
一
九
年
六
月
一
九
日
『
遺
稿
・
追
想
』
一
五
九
頁

�　

久
米
正
雄
「
陋
巷
に
輝
く
芸
術
〈
関
根
正
二
君
の
死
〉」　
『
中
央
美
術
』
五
―
七　

一
九

一
九
年
七
月
『
遺
稿
・
追
想
』
一
六
三
頁

�　

森
口
多
里
「
二
科
会
の
画
」
都
新
聞
一
九
一
八
年
九
月
一
三
日
『
遺
稿
・
追
想
』
一
五
一

頁

　
　
　

最
近
の
研
究
で
、
こ
の
金
色
の
顔
料
が
真
鍮
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
塚
本

貴
之
、
東
京
理
科
大
学
中
井
研
究
室
、
木
下
浩
司
「
関
根
正
二
《
信
仰
の
悲
し
み
》
の
光

学
調
査
―
金
色
顔
料
と
下
層
絵
の
存
在
―
」『
二
〇
一
九
年
図
録
』
六
八
頁

�　

こ
の
幻
影
に
つ
い
て
医
学
的
に
考
察
し
た
加
藤
稔
「
関
根
正
二
と
幻
視
」
に
よ
れ
ば
、「
鼻

の
手
術
が
誘
因
と
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
単
に
そ
れ
に
よ
っ
て
精
神
病
を
来
た
し
た
例

を
、
耳
鼻
科
医
も
わ
れ
わ
れ
も
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
。［
略
］
こ
の
手
術
か
ら
発
病
ま

で
の
期
間
、
症
状
、
経
過
か
ら
す
る
と
、
術
後
合
併
症
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。［
略
］
ま

た
心
因
反
応
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。［
略
］
ま
た
梅
毒
性
の
も
の
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
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症
状
や
経
過
か
ら
考
え
て
、
こ
れ
は
も
う
問
題
と
す
る
に
あ
た
ら
な
い
。［
略
］
慢
性
酒

精
中
毒
も
否
定
さ
れ
る
。［
略
］
結
局
、
心
身
に
わ
た
る
種
々
の
負
荷
が
重
な
り
、
そ
れ

が
ひ
き
が
ね
と
な
っ
て
発
症
に
至
っ
た
内
因
性
精
神
病
と
考
え
ら
れ
る
。［
略
］
分
裂
病

特
有
の
症
状
は
何
も
確
か
め
ら
れ
な
い
こ
と
。
幻
覚
に
し
て
も
、
そ
れ
が
幻
聴
で
は
な
く

て
幻
視
に
限
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
か
な
り
鮮
や
か
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。
経
過
が
急
性

で
、
後
に
少
な
く
と
も
目
だ
っ
た
欠
陥
状
態
を
残
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
分
裂
病

と
は
思
え
な
い
。［
略
］
次
に
躁
病
で
あ
る
が
、
幻
視
を
来
し
た
こ
と
か
ら
こ
れ
も
考
え

に
く
い
。［
略
］
種
々
の
角
度
か
ら
考
え
て
、
結
局
内
因
性
非
定
型
型
精
神
病
、
こ
と
に

Leonhard

の
不
安
・
至
福
精
神
病
の
恍
惚
性
霊
感
精
神
病
と
思
わ
れ
る
。［
略
］
夢
幻
様

状
態
や
も
う
ろ
う
状
態
と
す
る
の
は
不
適
当
で
あ
り
、
同
時
に
夢
幻
様
精
神
病
や
て
ん
か

ん
と
す
る
に
も
無
理
が
あ
る
。［
略
］
関
根
正
二
は
大
正
七
年
五
月
か
ら
、
少
な
く
と
も

九
月
ま
で
精
神
病
で
あ
っ
た
。
一
ヶ
月
余
り
、
気
分
の
昂
揚
、
宗
教
的
恍
惚
、
異
常
行
動

が
目
だ
ち
、
つ
い
で
不
安
、
銷
沈
、
幻
視
が
数
ヶ
月
続
い
た
。

　
　
　

代
表
作
〈
信
仰
の
悲
み
〉
は
病
気
の
幻
像
を
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
て
い
る
。
そ
の
幻
像
の

源
は
関
根
個
人
の
幼
児
体
験
か
ら
、
さ
ら
に
神
話
的
、
ア
ニ
マ
的
原
型
に
ま
で
さ
か
の
ぼ

る
こ
と
が
で
き
る
。
関
根
の
特
異
な
創
造
は
、
不
安
・
至
福
精
神
病
を
通
じ
て
も
た
ら
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　
　
　

加
藤
稔
「
関
根
正
二
と
幻
視
」『
精
神
医
学
』
一
七
巻
七
号　

一
九
七
五
年
七
月　

七

六
頁

�　
『
審
美
』
七
―
一
〇　

一
九
一
八
年
一
〇
月
『
遺
稿
・
追
想
』
一
四
七
頁

�　

な
お
《
神
の
祈
り
》
と
い
う
題
名
が
最
初
に
確
認
で
き
る
の
は
、
一
九
六
〇
年
に
開
催
さ

れ
た
『
関
根
正
二　

村
山
槐
多
二
人
展
』
で
あ
り
、
関
根
本
人
の
命
名
で
は
な
い
可
能
性

が
高
い
。「
神
の
祈
り　

作
品
解
説
」
及
び
「
関
根
正
二

後
の
展
覧
会
出
品
リ
ス
ト
一
覧
」

『
一
九
九
九
年
図
録
』
参
照
。

�　

こ
の
素
描
の
重
要
性
は
村
田
真
宏
前
掲
論
文
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

�　

関
根
の
友
人
た
ち
の
中
で
、
作
品
の
題
名
に
言
及
し
て
い
る
の
は
久
米
正
雄
で
あ
る
。「
一

体
君
は
学
校
な
ん
か
へ
余
り
行
か
な
か
つ
た
に
拘
ら
ず
『
信
仰
の
悲
み
』
と
か
『
慰
め
ら

れ
つ
ゝ
悩
む
』
と
か
、
少
し
生
意
義
な
や
う
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
い
ゝ
題
を
つ
け
た
」

「
陋
巷
に
輝
く
芸
術
〈
関
根
正
二
君
の
死
〉」　
『
中
央
美
術
』
五
―
七　

一
九
一
九
年
七
月

『
遺
稿
・
追
想
』
一
六
三
頁

�　

一
九
一
五
年
一
一
月
二
七
日
の
日
記
。
一
九
一
七
年
五
月
頃
の
恋
人
あ
て
の
手
紙
。
い
ず

れ
も
『
遺
稿
・
追
想
』。
な
お
、
関
根
が
見
た
訳
書
は
、
本
間
久
雄
訳
『
獄
中
記
』　

新
潮

社　

一
九
一
二
年
と
推
測
さ
れ
る
。

�　

こ
の
作
品
の
現
状
、
題
名
の
由
来
等
に
つ
い
て
は
、『
二
〇
一
九
年
図
録
』
八
〇
頁
に
詳

述
が
あ
る
。

�　

壺
を
持
っ
た
女
の
図
像
は
、
木
村
荘
八
の
《
壺
を
持
つ
女
》（
愛
知
県
美
術
館
蔵
）
が
知

ら
れ
る
。
一
九
一
五
年
に
描
か
れ
た
こ
の
作
品
は
、
第
三
回
草
土
社
展
（
一
九
一
六
年
一

一
月
一
一
日
〜
一
一
月
一
七
日　

赤
坂
溜
池
三
會
堂
）
に
出
品
さ
れ
て
い
る
。
関
根
が
同

展
を
見
た
と
い
う
記
録
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
可
能
性
は
あ
る
。

�　

こ
れ
ら
の
日
記
の
引
用
は
、
い
ず
れ
も
『
遺
稿
・
追
想
』
か
ら
。

�　

太
田
靍
三
郎
「
思
ひ
出
ず
る
ま
ゝ
に
」『
遺
稿
・
追
想
』
二
二
五
頁
。
一
方
、
関
根
の
末

弟
武
男
氏
は
自
分
が
こ
の
絵
の
モ
デ
ル
と
話
し
た
こ
と
を
、
土
方
定
一
が
紹
介
し
て
い

る
。「
関
根
正
二
、
遺
聞
」『
土
方
定
一
著
作
集　

近
代
日
本
の
画
家
論
Ⅱ
』
一
九
七
六
年

一
一
月　

平
凡
社　

一
八
一
頁
。
な
お
、《
子
供
》
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、
酒
井
忠
康

は
「
わ
た
し
は
氏
の
面
立
ち
を
う
か
が
っ
て
い
て
、
も
し
か
し
た
ら
、
あ
の
ブ
リ
ジ
ス
ト

ン
美
術
館
の
『
子
供
』（
大
正
八
年
）
の
絵
の
モ
デ
ル
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
た
。
い
ま

で
は
絵
葉
書
で
想
像
す
る
ほ
か
な
い
『
慰
め
ら
れ
つ
ゝ
悩
む
』
の
、
画
面
左
側
の
少
年
も
、

ど
こ
と
な
く
井
上
さ
ん
に
似
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
何
事

も
お
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
。」（『
遺
稿
・
追
想
』
二
六
四
頁　

新
装
普
及
版
「
あ
と
が
き
」）

と
記
し
て
い
る
。
文
中
「
井
上
さ
ん
」
と
は
、
関
根
正
二
と
親
交
が
あ
っ
た
井
上
正
恕
で

あ
る
。
関
根
の
日
記
に
は
、「［
井
上
］
正
恕
君
が
水
泳
場
へ
入
つ
た
と
嬉
ぶ
。［
中
略
］

三
時
頃
、
正
恕
、
た
か
子
を
連
れ
て
泳
ぎ
に
行
く
。
初
め
て
の
泳
ぎ
だ
。
水
が
汚
い
の
で

不
快
で
も
あ
っ
た
。」（
一
九
一
七
年
六
月
三
〇
日
付
）
な
ど
の
記
述
が
あ
る
。
筆
者
も
面

会
し
た
際
に
、
同
様
の
印
象
を
受
け
た
。
調
査
し
た
一
九
八
六
年
当
時
同
氏
は
齢
八
〇
に

近
か
っ
た
が
、
そ
の
顔
立
ち
が
《
子
供
》
像
を
彷
彿
さ
せ
る
の
に
驚
き
、
調
査
に
同
行
し

た
二
人
と
顔
を
見
合
わ
せ
た
記
憶
が
あ
る
。
た
だ
し
、
井
上
家
は
一
九
一
七
年
一
〇
月
一

日
の
暴
風
に
よ
る
水
害
を
機
に
多
摩
に
移
住
し
た
た
め
、
以
後
は
「
近
所
の
子
供
」
で
は

な
く
な
っ
て
い
る
。

�　

太
田
靍
三
郎
「
思
出
ず
る
が
ま
ゝ
に
」『
遺
稿
・
追
想
』
二
二
五
頁

�　
《
子
供
》（
図
25
）
と
《
三
人
の
顔
》（
図
27
）
が
、も
と
は
一
枚
の
カ
ン
ヴ
ァ
ス
を
切
断
し
、

以
前
の
絵
を
塗
り
つ
ぶ
し
て
描
い
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
は
、
原
舞
子
「
中
断
さ
れ
た
絵

画
―
関
根
正
二
作
品
の
図
像
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
二
〇
一
九
年
図
録
』
一
四
五
頁
に
簡
潔
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に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

�　

こ
の
二
点
の
素
描
は
、
い
ず
れ
も
久
米
正
雄
旧
蔵
で
あ
る
。
関
根
の
日
記
中
に
「
自
分
は

急
に
悲
し
く
な
つ
た
。
そ
れ
は
、
素
描
の
気
に
入
た
の
を
七
枚
、
自
分
の
病
気
の
時
、
三

星
氏
に
取
ら
れ
た
事
だ
。
そ
れ
が
、
自
分
が
、
あ
づ
け
て
居
た
の
を
、
預
か
ら
な
い
と
云

ふ
に
あ
る
。
何
と
悲
し
い
事
で
あ
ら
ふ
。」（
一
九
一
八
年
一
二
月
一
八
日
『
遺
稿
・
追
想
』

一
〇
五
頁
）
と
あ
る
。
文
中
の
三
星
氏
は
、
久
米
正
雄
の
俳
号
で
あ
る
三
汀
の
こ
と
と
考

え
ら
れ
る
。
現
在
遺
っ
て
い
る
関
根
の
日
記
は
、
本
人
の
自
筆
で
は
な
く
、
複
数
の
手
に

な
る
筆
写
で
あ
り
、
筆
写
の
際
の
誤
記
と
推
察
さ
れ
る
。
な
お
、
関
根
の
日
記
出
版
の
事

情
に
つ
い
て
は
、『
遺
稿
・
追
想
』
の
編
者
酒
井
忠
康
「
あ
と
が
き
」
に
詳
し
い
。

�　

村
岡
黒
影
「
関
根
正
二
君
を
憶
ふ
」『
み
づ
ゑ
』
第
一
七
八
号　

一
九
一
九
年
一
二
月
『
遺

稿
・
追
想
』
一
八
五
頁

�　

関
根
フ
サ
の
証
言
は
、
酒
井
忠
康
「
関
根
正
二
異
聞
」『
青
春
の
画
像
』　

美
術
公
論
社　

一
九
八
二
年　

一
九
九
頁

�　

赤
司
尚
道
「
関
根
正
二
兄
の
死
を
悼
む
」『
信
仰
の
悲
み　

関
根
正
二
遺
作
展
覧
會
』『
遺

稿
・
追
想
』
二
二
二
頁

�　

佐
々
木
猛
「
関
根
君
」『
信
仰
の
悲
み　

関
根
正
二
遺
作
展
覧
會
』『
遺
稿
・
追
想
』
二
二

〇
頁
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図１　村岡黒影宛書簡　1918年₅月20日
福島県立美術館蔵

図₃《少年》
個人蔵

図２《子守する女と横顔》
個人蔵

図６《女》
『文章世界』13巻₆号

図４《姉弟》
福島県立美術館蔵

図７《病める者》
『文章世界』13巻11号

図５　村岡黒影宛葉書
1918年₇月₃日
福島県立美術館蔵

図９　ゴッホ
《自画像　耳を繃帯せる》
『現代の洋畫』17号　白黒図版

図８《三星》
東京国立近代美術館蔵

図12　《スケッチブック　包帯の男》
三重県立美術館蔵
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図13《天平美人》
大阪中之島美術館蔵

図10《無題》
『文章世界』14巻₃号表紙

図11《文章世界表紙下絵》
三重県立美術館蔵

図18《祈り》
福島県立美術館蔵

図17《信仰》
福島県立美術館蔵

図16《神の祈り》
福島県立美術館蔵

図15《信仰の悲しみ》下絵 図14《信仰の悲しみ》
大原美術館蔵
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図26《小供》
個人蔵

図21《三人（野原）》
三重県立美術館蔵

図20《裸婦群像》
長野県信濃美術館蔵

図19《無題》

図24《女の立像》
長野県信濃美術館蔵

図23《天使（断片）》
三重県立美術館蔵

図22《走る女と表紙下絵》
三重県立美術館蔵

図25《子供》
石橋財団アーティゾン美術館蔵

図29《少年座像》
個人蔵
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図34《女の顔》
神奈川県立近代美術館蔵

図32《スケッチブック　顔》
三重県立美術館蔵

図31《スケッチブック　合掌する男》
三重県立美術館蔵

図30《慰められつゝ悩む》
（絵はがき）

図33『信仰の悲み　関根正二遺作展目録』　右 表紙　左 出品目録

図28《手を合わせる少年》
個人蔵

図27《三人の顔》
ポーラ美術館蔵
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関根正二　最後の一年
 伊藤　　匡（専門員）

　大正時代の洋画家関根正二（1899-1919）は、スペン風邪（スペイン・インフルエンザ）に罹り、
肺結核を発症し、わずか20歳でこの世を去った。1918年４月頃に蓄膿症の手術をした後、関根の作品
は画風とモティーフを大きく変換する。色彩的になり、人物画が多くなる。これ以降、19年６月に亡
くなるまでの約一年間に、関根は《信仰の悲しみ》《姉弟》《三星》《子供》《慰められつゝ悩む》など
の代表作を描いた。
　本論考では、「子守する少女」、「病める者」、「家族」、「子ども」などをキーワードとして、作品の
断片、素描、画稿、書簡や日記などを材料に、関根が最後の一年間に描いた作品群について考察する。

Sekine Shoji: His Final Year

Ito Kyo (Curator, Fukushima Prefectural Museum of Art)

　Sekine Shoji (1899-1919) was a Japanese Western-style painter active during the Taisho era (1912-1926) 

who died at the age of 20 from pulmonary tuberculosis after contracting the Spanish flu. His work underwent a 

dramatic shift after he was operated on for empyema in April 1918, and from then until his death in June 1919, 

he produced mainly figure paintings in bright colors. This final year of his life saw the creation of many of his 

best-known works, including Sorrow of Belief, Sister and Brother, Three Stars, A Child, and Solace and Worry. 

Through an analysis of Sekine’s drawings, sketches, letters, and diaries, this paper considers a group of his final 

works, focusing on themes such as illness, family, children, and childcare.


